
の
後
で
入
営
し
た
弟
の
春
夫
は
昭
和
十
九
年
一
月
、
広
島
の
船

舶
砲
兵
隊
に
入
隊
、
同
年
十
月
、
比
島
方
面
に
お
い
て
戦
死
と

の
公
報
が
き
ま
し
た
が
、
船
舶
隊
で
し
た
か
ら
も
ち
ろ
ん
、
遺

骨
も
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
は
建
設
業
を
や
っ
て
い
た

が
、
戦
後
の
こ
と
で
仕
事
も
な
く
、
私
は
出
雲
市
の
工
務
店
に

入
社
し
三
十
三
年
間
勤
め
、
現
在
は
退
職
し
て
い
ま
す
。

思
え
ば
工
作
兵
で
あ
っ
た
の
で
、「
雲
鷹
」
轟
沈
の
と
き
、

材
木
を
持
っ
て
上
甲
板
に
い
た
の
で
助
か
っ
た
。
海
に
漂
流
中

筏
に
付
い
て
い
た
の
で
早
く
救
助
さ
れ
た
。
戦
争
末
期
に
は
日

本
海
付
近
に
い
た
し
、
復
員
業
務
た
る
輸
送
任
務
に
数
カ
月
間

つ
い
た
が
、
敷
設
水
雷
に
接
触
も
せ
ず
帰
還
者
を
無
事
内
地
へ

送
り
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

満
四
年
間
の
海
軍
生
活
、
南
洋
、
馬
来
、
台
湾
と
航
海
勤
務

を
し
、
多
く
の
戦
友
を
失
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
復
員

後
の
会
社
勤
務
を
終
え
、
元
気
で
生
活
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
で

あ
り
、
亡
き
戦
没
者
の
御
冥
福
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

海
上
護
衛
駆
逐
艦
勤
務

奇
跡
的
な
生
還
　 山

形
県
　
菊
地
清
一
　 

昭
和
十
九
年
の
夏
の
盛
り
、
大
東
亜
戦
争
も
終
わ
り
に
近
い

こ
ろ
で
す
。
半
ば
強
制
的
に
軍
人
志
願
を
強
い
ら
れ
て
、
私
も

海
軍
志
願
検
査
に
合
格
、
年
齢
は
十
八
歳
で
し
た
。
私
は
機
関

兵
と
し
て
、
同
僚
十
一
人
は
水
兵
科
と
し
て
舞
鶴
海
兵
団
に
入

団
し
ま
し
た
。
親
元
を
離
れ
、
お
国
の
た
め
と
は
い
い
な
が
ら
、

旅
立
つ
我
が
子
に
親
も
辛
い
悲
し
い
思
い
で
送
り
出
し
て
く
れ

た
と
思
い
ま
す
。

入
団
一
週
間
前
の
こ
と
、
秋
の
取
り
入
れ
も
ぼ
つ
ぼ
つ
始
め

て
い
た
が
、
村
役
場
の
兵
事
係
の
方
が
、「
採
用
通
知
書
」
を

持
っ
て
き
て
「
お
め
で
と
う
」
と
言
わ
れ
る
。
ま
さ
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
来
た
来
た
。
隣
の
Ｋ
君
に
も
来
た
。
上

の
だ
れ
に
も
来
た
と
、
兵
事
係
の
方
が
、
さ
も
嬉
し
そ
う
に
し



て
出
て
い
っ
た
。
そ
の
後
姿
が
、
い
ま
い
ま
し
く
今
も
思
い
出

し
ま
す
。

翌
日
か
ら
「
Ｋ
君
」
と
八
幡
様
、
神
様
、
仏
様
と
様
の
付
く

神
仏
に
手
を
合
わ
せ
た
。
武
運
長
久
を
祈
願
し
、
夜
は
夜
で
Ｋ

君
宅
に
て
語
り
合
う
。
何
し
ろ
昭
和
十
八
年
高
等
小
学
校
卒
の

十
六
歳
と
私
が
十
八
歳
（
数
え
歳
）

、
現
在
の
高
校
二
年
、
Ｋ
君

は
一
人
息
子
で
多
少
過
保
護
に
育
っ
た
よ
う
な
外
見
の
持
ち
主

で
し
た
。
親
た
ち
は
戦
争
に
行
け
ば
必
ず
死
ぬ
と
思
っ
て
い
た

よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

い
よ
い
よ
明
日
出
発
と
い
う
日
ま
で
喜
び
勇
ん
で
い
て
も
、

い
ざ
出
発
と
な
れ
ば
、
屠
場
に
引
か
れ
て
行
く
子
羊
の
ご
と
く

振
り
返
り
振
り
返
り
家
を
見
な
が
ら
重
い
足
取
り
で
離
れ
行
く
。

乳
離
れ
し
た
子
牛
が
親
牛
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
よ
う
な
思
い
か
、

泣
い
て
い
る
親
を
見
て
私
も
涙
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
出
発
、

列
車
の
窓
か
ら
半
身
を
乗
り
出
し
万
歳
万
歳
、
送
る
人
送
ら
れ

る
人
、
泣
き
の
涙
で
無
情
に
も
発
車
。
Ｋ
君
を
見
れ
ば
目
を
赤

く
し
て
駅
の
方
向
を
見
た
ま
ま
で
あ
る
。
途
中
二
、
三
の
駅
を

過
ぎ
て
も
泣
き
止
ま
ず
、
言
わ
ず
語
ら
ず
一
昼
夜
、
東
舞
鶴
に

到
着
し
て
諦
め
た
か
寂
し
そ
う
な
笑
顔
が
見
ら
れ
少
々
安
心
。

こ
こ
で
各
兵
科
ご
と
に
別
れ
、
私
は
機
関
科
、
Ｋ
君
は
水
兵

科
、
明
日
か
ら
厳
し
い
新
兵
教
育
の
始
ま
り
で
す
。
そ
し
て
入

団
。
毎
日
毎
日
の
猛
訓
練
に
耐
え
て
新
兵
教
育
終
了
、
同
時
に

一
等
機
関
兵
を
拝
命
し
、
少
し
は
海
軍
軍
人
ら
し
く
な
っ
て
き

た
心
算
で
し
た
。

一
月
も
半
ば
こ
ろ
、
工
機
学
校
入
校
の
準
備
中
、
転
勤
命
令

で
同
僚
二
名
と
呉
軍
港
に
停
泊
中
の
駆
逐
艦
に
乗
り
込
み
、
艦

隊
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

一
、
艦
隊
名
　
　
第
○
○
駆
逐
隊
○
○
特
攻
隊

一
、
隻
数
　
　
　
駆
逐
艦
　
四
隻

一
、
屯
数
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
屯

速
度
二
十
八
ノ
ッ
ト
（
約
五
十
キ
ロ
位
）

一
、
戦
闘
装
備
　
対
空
戦
闘
　
高
射
砲
二
門

機
銃
二
連
装
　
十
基
位

対
潜
水
艦
　
　
　
機
雷
～
爆
雷

対
艦
船
　
　
　
魚
雷

当
時
と
し
て
は
最
大
の
戦
力
だ
と
聞
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

乗
員
は
士
官
以
下
全
員
志
願
兵
で
し
た
。
上
司
に
は
ソ
ロ
モ
ン

海
戦
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
、
そ
の
付
近
の
海
戦
で
の
生
き
残



り
が
十
何
人
も
同
乗
し
て
い
ま
し
た
。
同
僚
に
聞
い
た
ら
北
方

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
ら
し
い
と
い
う
。
ま
た
別
の
人
は
南
方
ら
し
い

と
も
言
う
。
出
港
し
て
何
日
か
し
て
時
折
波
の
彼
方
に
一
万
ト

ン
く
ら
い
の
貨
物
船
ら
し
い
船
が
三
隻
見
え
て
き
た
。
そ
の
と

き
、
始
め
て
輸
送
船
の
護
衛
ら
し
い
と
同
僚
と
語
り
合
っ
た
。

航
海
中
は
二
直
配
置
、
戦
闘
に
な
れ
ば
総
員
配
置
、
全
員
が

各
部
署
に
走
り
、
私
ら
機
関
兵
は
手
拭
と
糸
ク
ズ
一
握
り
持
っ

て
機
関
室
に
走
り
込
み
次
の
指
令
を
待
つ
の
で
あ
る
（
糸
ク
ズ

は
船
内
に
て
蒸
気
噴
射
の
と
き
、
手
拭
で
顔
を
つ
つ
み
、
糸
ク

ズ
は
口
中
に
入
れ
る
）

。
航
海
中
も
昼
夜
の
区
別
な
く
訓
練
の

連
続
で
あ
る
。
血
の
出
る
よ
う
な
演
習
、
我
ら
に
は
月
日
時
間

の
感
覚
な
ど
な
い
。
し
か
し
、
食
糧
は
十
分
で
空
腹
を
感
じ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
、
助
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
は
大
分
気
温
も
高
く
な
り
、
大
分
南
の
方
に
き
た

感
じ
で
す
。
今
日
も
朝
か
ら
の
演
習
の
最
中
に
「
戦
闘
配
置
に

付
け
、
対
空
戦
闘
」
、
私
ら
が
乗
船
し
て
初
め
て
の
対
空
戦
闘
。

初
め
の
う
ち
は
演
習
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
ど
う
も
本
物
ら
し

い
の
で
部
署
に
急
走
、
こ
の
間
に
甲
板
で
は
砲
員
機
銃
員
が「
撃

て
」
を
待
つ
ば
か
り
。
早
い
の
何
の
、
何
秒
間
の
早
業
で
す
。

次
に
「
機
関
科
三
名
、
救
急
隊
甲
板
に
」
の
指
令
、
甲
板
に
出

て
見
た
ら
敵
機
が
五
機
ぐ
ら
い
上
空
で
待
機
、
一
機
ず
つ
降
下

機
銃
掃
射
。
当
艦
は
全
速
で
走
る
。
僚
艦
も
輸
送
船
も
一
斉
射

撃
、
負
傷
者
も
死
者
も
相
当
数
で
あ
る
。

我
ら
救
急
隊
は
二
人
一
組
で
降
下
す
る
グ
ラ
マ
ン
の
合
間
を

見
て
、
甲
板
を
這
う
よ
う
に
し
て
負
傷
者
の
手
足
を
引
き
ず
り

医
務
室
へ
運
ぶ
。
た
ち
ま
ち
室
い
っ
ぱ
い
、
通
路
ま
で
に
な
る
。

重
傷
者
は
「
水
を
く
れ
」
と
泣
き
叫
ぶ
、
軍
医
が
見
て
助
か
ら

な
い
と
思
う
と
「
水
を
や
れ
」
と
一
言
。
こ
れ
で
負
傷
者
は
楽

に
な
る
。
輸
送
船
に
も
何
人
か
戦
死
し
た
と
の
報
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
毎
日
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
主
に
敵
機
は
輸
送
船
が
目

標
ら
し
く
集
中
攻
撃
で
す
。

戦
い
済
ん
で
日
が
暮
れ
た
こ
ろ
、
戦
死
者
の
葬
式
と
な
り
ま

す
、
水
葬
で
す
。
艦
長
が
一
柱
一
柱
の
顔
を
見
て
、
何
か
一
言
、

二
言
涙
流
し
て
「
海
征
か
ば
」
で
す
。
こ
の
と
き
の
作
業
も
私

ら
の
作
業
で
す
。
立
会
い
の
人
た
ち
も
一
言
も
話
さ
ず
、
明
日

の
我
が
身
を
案
じ
て
か
、
し
ば
し
沈
黙
、
明
日
の
武
運
を
祈
る
。

そ
し
て
夕
食
、
我
ら
は
立
ち
食
い
、
早
食
い
の
名
人
ば
か
り
、

何
十
秒
で
終
わ
り
、
後
片
付
け
し
て
部
署
に
戻
り
、
着
の
み
着



の
ま
ま
で
居
眠
り
。
ま
た
、
非
番
の
と
き
は
兵
員
室
で
ち
ょ
っ

と
寝
る
が
、
少
し
の
物
音
で
も
飛
び
起
き
た
の
も
思
い
出
の
一

つ
で
す
。

朝
起
き
て
水
の
分
配
、
一
人
一
リ
ッ
ト
ル
で
す
、
船
内
で
は

水
は
貴
重
品
で
す
。
進
行
右
の
方
に
陸
地
が
見
え
て
き
た
。
南

支
那
海
の
真
っ
只
中
な
の
で
、
海
南
島
か
旧
イ
ン
ド
支
那
（
現

在
の
ベ
ト
ナ
ム
）
付
近
か
と
思
っ
て
み
る
。
陸
が
懐
か
し
い
、

毎
日
ス
コ
ー
ル
で
顔
や
体
を
洗
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
こ
ろ
は

敵
機
の
襲
来
も
少
な
い
、
最
も
昼
は
余
り
行
動
は
と
ら
ず
、
夜

に
な
っ
て
全
速
で
行
動
。
ま
る
で
夜
行
性
の
動
物
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
朝
早
く
輸
送
船
と
別
れ
、
身
軽
に
な
っ
て
帰
路
に
着

く
。毎

日
が
地
獄
ば
か
り
で
も
な
い
。
大
変
嬉
し
か
っ
た
こ
と
も

思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
で
す
。
海
軍
の
進
級
日
は
当
時
五
月
一
日

と
十
一
月
一
日
と
決
ま
っ
て
い
る
。
我
ら
同
期
の
者
は
十
一
月

一
日
に
進
級
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
一
人
が
進
級

し
上
等
機
関
兵
を
拝
命
。
分
隊
事
務
室
に
貼
り
出
さ
れ
同
僚
か

ら
祝
福
を
受
け
、

間
違
い
で
あ
っ
て
も
楽
し
い
思
い
出
で
し
た
。

気
分
良
好
日
本
晴
れ
、
当
艦
隊
は
途
中
（
海
南
島
ら
し
い
）

で
物
資
の
供
給
を
受
け
て
何
日
か
停
泊
。
夕
方
出
港
し
一
路
帰

国
の
途
に
。
地
獄
の
一
丁
目
の
南
支
那
海
を
無
事
通
過
。
こ
の

こ
ろ
で
す
、
沖
縄
が
占
領
さ
れ
多
く
の
艦
船
が
撃
沈
と
聞
き
ま

し
た
。
当
艦
隊
も
無
事
帰
国
で
き
る
か
と
心
配
で
し
た
が
、
ど

う
に
か
我
が
基
地
広
島
県
の
柳
井
港
に
一
度
入
港
、
そ
し
て
傷

だ
ら
け
の
船
体
で
堂
々
と
呉
軍
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

翌
日
、
外
出
の
許
可
を
も
ら
い
何
カ
月
ぶ
り
の
日
本
の
土
を

踏
む
。
望
郷
の
念
に
引
か
れ
、
帰
艦
が
遅
れ
制
裁
を
受
け
た
こ

と
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

昭
和
十
九
年
六
月
半
ば
こ
ろ
の
夕
方
、「
出
港
用
意
」
の
命

令
で
準
備
に
追
わ
れ
、
夜
九
時
こ
ろ
出
港
。
前
回
と
同
じ
コ
ー

ス
で
輸
送
船
の
護
衛
と
の
こ
と
。
今
度
は
釜
山
か
ら
と
佐
世
保

か
ら
約
五
千
ト
ン
級
の
船
二
隻
、
後
に
こ
の
内
一
隻
は
途
中
で

魚
雷
攻
撃
で
沈
没
し
た
と
の
こ
と
、
冥
福
を
祈
る
。
二
回
目
の

護
衛
な
の
で
場
馴
れ
し
て
か
、
沈
着
か
横
着
か
、
毎
日
の
日
課

を
腹
の
内
で
は
笑
っ
て
で
き
る
ほ
ど
で
、
上
等
兵
風
を
吹
か
せ

た
も
の
で
す
。

六
月
も
末
こ
ろ
の
夕
方
、「
対
空
戦
闘
総
員
配
置
」
と
同
時

に
敵
機
来
襲
。
次
々
と
急
降
下
機
銃
掃
射
と
小
型
爆
弾
投
下
、



爆
弾
は
二
五
キ
ロ
、
我
ら
救
急
隊
は
這
い
回
り
、
負
傷
者
引
き

ず
り
医
務
室
へ
送
っ
て
、
次
の
負
傷
者
を
救
助
し
よ
う
と
し
た

そ
の
と
き
、
後
甲
板
近
く
の
左
舷
に
爆
弾
命
中
。
艦
は
小
破
の

よ
う
だ
っ
た
が
、
我
ら
五
人
は
爆
風
で
海
中
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

た
。三

人
は
浮
流
物
に
掴
ま
り
、
も
が
い
て
い
た
が
艦
は
全
速
で

航
走
、
日
は
西
に
沈
み
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
。
一
人
の
若
者（
水

兵
科
）
は
足
に
相
当
負
傷
し
て
お
り
、
二
十
分
後
に
海
に
沈
ん

だ
。
十
七
歳
の
同
僚
は
泣
き
出
す
。
私
も
こ
れ
で
終
わ
り
か
と

半
ば
諦
め
て
お
り
、
夏
の
海
で
も
三
時
間
以
上
も
海
中
で
は
手

足
の
感
覚
も
な
く
な
る
。
幸
い
に
私
は
無
傷
、
同
僚
は
軽
傷
で

浮
流
物
を
離
さ
な
い
よ
う
に
手
首
に
縛
っ
て
何
度
か
駄
目
か
と

思
っ
た
。
少
し
ず
つ
意
識
が
な
く
な
っ
て
夢
の
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
何
時
間
経
過
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
か
す
か
に
大

発
艇
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
で
「
助
か
っ
た
」
と
二
人
で
嬉
し
泣
き

し
ま
し
た
。

こ
の
大
発
艇
に
十
人
ほ
ど
救
助
さ
れ
た
後
、
三
時
間
く
ら
い

走
っ
て
、
た
し
か
真
夜
中
ご
ろ
台
北
の
近
く
（
港
の
外
）
に
投

錨
し
て
い
る
貨
物
船
（
動
か
な
い
廃
船
）
に
乗
り
換
え
、（
ホ

テ
ル
と
思
っ
て
い
た
）
二
カ
月
く
ら
い
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

台
北
港
外
の
こ
の
貨
物
船
（
約
三
千
ト
ン
級
）
は
、
昭
和
十

九
年
五
月
、
こ
の
近
海
で
機
雷
に
触
れ
て
中
破
し
て
航
行
不
能

と
な
り
投
錨
し
て
い
た
も
の
で
す
。
私
ら
が
乗
船
し
た
と
き
は

先
客
三
十
人
（
陸
軍
の
兵
隊
十
八
人
、
こ
の
船
の
乗
員
十
二
人
）

と
私
ら
と
同
時
に
救
助
さ
れ
た
海
軍
が
十
一
人
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
こ
の
船
で
ダ
ブ
ダ
ブ
の
船
員
用
の
服
、
日
用
品
な
ど
支

給
を
受
け
て
、
食
事
も
十
分
と
は
言
え
な
い
が
満
足
、
感
謝
し

ま
し
た
。

こ
の
船
に
は
時
折
グ
ラ
マ
ン
機
の
機
銃
掃
射
も
あ
り
ま
し
た

が
、
当
船
に
は
何
の
武
器
も
無
い
。
船
橋
の
陰
に
避
難
を
し
て

い
た
の
で
損
害
も
な
か
っ
た
が
、
空
襲
の
度
に
八
幡
様
に
手
を

合
わ
せ
て
無
事
を
念
じ
、
無
事
帰
国
で
き
る
こ
と
を
祈
る
よ
り

仕
方
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

海
軍
の
下
士
官
が
私
ら
の
上
司
に
な
り
、
規
律
正
し
い
毎
日

で
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
の
よ
う
に
台
北
に
出
入
港
す
る
艦
船
は

数
あ
る
が
、
私
の
乗
っ
た
駆
逐
艦
や
我
が
船
隊
の
話
や
姿
は
更

に
な
し
。
撃
沈
さ
れ
た
も
の
や
ら
、
帰
港
し
た
も
の
や
ら
知
る

よ
し
も
な
い
の
で
す
。



約
二
カ
月
く
ら
い
経
っ
た
こ
ろ
、
同
僚
が
戦
争
が
終
わ
っ
た

ら
し
い
と
話
す
。
当
然
大
勝
利
と
信
じ
て
、
故
郷
に
帰
る
こ
と

ば
か
り
を
考
え
て
喜
ん
で
い
た
が
、
二
、
三
日
後
敗
戦
と
の
話

に
愕
然
と
し
て
逃
亡
を
企
て
る
者
も
出
る
始
末
。
ど
う
な
る
も

の
か
と
心
配
で
気
が
狂
い
そ
う
に
な
る
。
ど
こ
で
だ
れ
に
聞
い

た
も
の
や
ら
、
日
本
の
軍
人
は
全
部
捕
虜
に
な
る
、
日
本
の
男

性
は
去
勢
さ
れ
る
と
か
、
流
言
に
悩
ま
さ
れ
、
今
考
え
る
と
馬

鹿
気
た
こ
と
だ
が
、
私
ら
も
本
気
で
逃
亡
を
考
え
ま
し
た
。

十
月
、
南
支
方
面
か
ら
の
傷
病
兵
輸
送
の
船
に
便
乗
す
る
こ

と
が
で
き
、
佐
世
保
港
～
舞
鶴
軍
港
に
到
着
、
東
舞
鶴
の
行
永

海
軍
病
院
に
収
容
さ
れ
、

十
一
月
の
寒
い
日
に
復
員
し
ま
し
た
。

思
え
ば
十
八
歳
で
海
軍
志
願
兵
と
し
て
、
厳
し
い
訓
練
の
連

続
を
経
て
、
駆
逐
艦
の
機
関
兵
と
し
て
、
ま
た
空
襲
時
の
救
護

員
と
し
、
他
人
に
は
話
せ
な
い
よ
う
な
修
羅
場
を
生
き
抜
い
て

き
ま
し
た
。
沢
山
の
輸
送
船
が
撃
沈
さ
れ
何
千
何
百
の
人
た
ち

が
海
の
藻
屑
と
な
っ
て
い
く
の
を
こ
の
目
で
見
ま
し
た
し
、
艦

上
で
上
官
や
同
僚
が
銃
爆
撃
で
戦
没
し
て
い
ま
す
。
私
も
水
中

に
飛
ば
さ
れ
よ
く
ぞ
生
き
て
帰
れ
た
も
の
で
す
。

余
り
に
も
悲
惨
な
戦
闘
、
特
に
海
上
に
お
い
て
、
艦
上
に
お

い
て
、
ま
た
、
漂
流
中
に
お
い
て
、
多
く
を
語
れ
ぬ
諸
々
の
体

験
を
心
に
秘
め
、
生
と
死
、
紙
一
重
の
ぎ
り
ぎ
り
の
中
で
、
生

き
残
っ
た
こ
と
に
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
感
謝
し
、
ま
た
、
亡
き

戦
友
の
冥
福
と
、
こ
の
よ
う
な
戦
争
が
二
度
と
起
こ
ら
ぬ
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

【
解

説
】

―
海
上
護
衛
駆
逐
艦
勤
務
　
奇
跡
的
な
生
還
―

昭
和
二
十
年
三
月
、
硫
黄
島
失
陥
に
よ
り
、
同
島
か
ら
の
米

陸
上
機
の
脅
威
、
四
月
の
米
軍
の
沖
縄
進
攻
に
よ
り
、
内
地
―

台
湾
、
沖
縄
航
路
も
途
絶
し
、
こ
の
た
め
南
方
航
路
に
よ
る
交

通
は
完
全
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
我
が
海
上
交
通
路
は
日

満
支
航
路
と
日
本
海
諸
港
間
の
航
路
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
体
験
記
執
筆
者
・
菊
池
氏
は
転
勤
命
令
に
よ
り
呉
軍

港
停
泊
中
の
駆
逐
艦
に
乗
り
込
ん
だ
。

海
上
護
衛
の
船
舶
の
喪
失
量
は
、
船
舶
運
営
会
資
料
に
よ
れ

ば
、
潜
水
艦
に
よ
る
雷
撃
は
二
十
年
一
月
～
八
月
ま
で
、
一
四

五
隻
、
約
七
四
・
六
千
ト
ン
、
航
空
機
に
よ
る
雷
撃
は
、
二
十

年
一
月
～
八
月
、
三
四
四
隻
、
約
八
〇
・
三
千
ト
ン
で
あ
る
。



海
上
護
衛
は
対
潜
水
艦
、
対
航
空
機
で
あ
る
が
、
右
の
ご
と

く
船
舶
の
喪
失
隻
数
は
、
航
空
機
に
よ
る
雷
撃
被
害
が
潜
水
艦

雷
撃
被
害
の
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島

欠
陥
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
欠
陥
、
硫
黄
島
、
沖
縄
と
対
日
包
囲
網
が

圧
縮
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
基
地
と
し
て
爆
撃
機
の
み
な
ら
ず
、
艦

上
機
ま
た
は
Ｐ51

の
ご
と
き
陸
上
戦
闘
機
が
、
我
が
船
団
の
み

な
ら
ず
海
軍
艦
艇
に
対
し
て
も
攻
撃
を
加
え
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
こ
れ
を
迎
撃
す
る
我
が
航
空
基
地
も
逐
次
封
鎖
さ
れ
、
海

上
護
衛
が
全
く
無
防
備
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
一
月
～
三
月
の
状
況

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
付
で
九
〇
一
空
、
九
三
六
空
を
第
一

護
衛
艦
隊
に
編
入
、
九
一
三
空
を
九
〇
一
空
司
令
官
の
指
揮
下

に
入
れ
、
在
台
湾
九
〇
一
空
航
空
兵
力
を
大
分
仏
印
、
海
南
島
、

南
支
那
方
面
に
移
動
集
中
し
た
。
三
月
に
入
る
と
沖
縄
進
攻
、

本
土
空
襲
の
激
化
に
よ
り
、
船
舶
運
航
海
面
は
ま
す
ま
す
縮
減

さ
れ
、
一
方
、
敵
機
動
部
隊
等
の
跳
梁
の
た
め
護
衛
作
戦
は
ま

す
ま
す
困
難
と
な
っ
た
。
四
月
～
六
月
に
な
る
と
、
南
方
航
路

は
終
焉
し
、
主
要
航
路
は
前
述
の
ご
と
く
日
本
海
方
面
に
圧
縮

さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
護
衛
航
空
戦
も
こ
の
方
面
へ
と
圧
縮
さ
れ

た
。海

軍
艦
艇
は
、
米
軍
の
機
雷
投
下
に
よ
り
日
本
近
海
に
封
鎖

さ
れ
た
た
め
掃
海
を
主
任
務
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

船
団
護
衛
も
よ
う
や
く
建
造
さ
れ
た
海
防
艦
及
び
新
駆
逐
艦

（
Ｔ
型
）
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
お
米
国
に
お
い
て
は
、
一
九
四
三
年
（
昭
和
十
八
年
）
二

月
か
ら
護
衛
駆
逐
艦
の
大
量
生
産
を
開
始
し
、
十
二
月
五
日
ま

で
に
二
六
〇
隻
を
就
役
（
日
米
の
差
は
歴
然
で
あ
る
が
、
鋼
材

も
工
作
機
械
不
足
の
た
め
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
変
更
）

さ
せ
た
。

我
が
国
で
は
、
海
防
艦
の
ほ
か
に
旧
式
駆
逐
艦
及
び
水
雷
艇
、

駆
潜
艇
、
特
設
船
舶
が
使
用
さ
れ
た
。

体
験
記
執
筆
者
・
菊
地
氏
は
、
当
時
と
し
て
は
最
大
戦
力
と

聞
か
さ
れ
た
第
○
○
駆
逐
隊
（
駆
逐
艦
四
隻
―
一
千
ト
ン
以

上
）
に
編
入
さ
れ
、
海
上
護
衛
に
任
じ
て
い
た
と
い
う
。

決
戦
兵
力
で
あ
る
艦
隊
型
駆
逐
艦
は
、
艦
隊
自
体
の
対
潜
警

戒
並
び
に
護
衛
の
ほ
か
、
一
部
特
別
の
場
合
を
除
き
、
原
則
と

し
て
船
舶
の
護
衛
に
は
使
用
し
た
く
な
い
と
い
う
の
が
連
合
艦

隊
の
方
針
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、
全
戦
争
期
間
を
通
じ
て

護
衛
艦
艇
不
足
に
悩
ん
で
き
た
我
が
海
軍
が
、
艦
隊
型
駆
逐
艦



を
な
ぜ
積
極
的
に
船
団
護
衛
に
使
用
し
な
か
っ
た
の
か
、

即
ち
、

大
型
駆
逐
艦
を
な
ぜ
船
団
護
衛
に
使
わ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

総
括
的
に
は
、
大
型
駆
逐
艦
の
対
潜
方
策
よ
り
は
、
高
速
運

動
に
よ
っ
て
攻
撃
撹
乱
や
回
避
の
方
が
上
策
で
あ
る
。
高
速
を

必
要
と
す
る
艦
隊
の
対
潜
直
衛
等
に
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
る

が
、
こ
れ
を
船
団
護
衛
に
使
う
に
は
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な

い
。
虎
の
子
部
隊
を
船
団
護
衛
に
回
す
の
は
得
策
で
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
昭
和
十
九
年
前
半
ま
で
、
連
合
艦
隊
所
属
の
駆

逐
艦
は
全
部
大
型
の
も
の
ば
か
り
で
、
十
九
年
後
半
か
ら
、
菊

地
氏
の
乗
っ
た
駆
逐
艦
が
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

今
ま
で
な
か
っ
た
新
型
駆
逐
艦
が
海
上
護
衛
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
海
防
艦
の
建
造
に
も
い
わ
れ
る
ご
と
く
、

重
要
な
商
船
等
の
海
上
護
衛
重
視
が
遅
き
に
失
し
た
の
で
あ
る
。




